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気
候
変
動
問
題
へ
の
対
策
に
は
、「
脱
炭
素
地
域

づ
く
り
」
な
ど
の
「
緩
和
策
」
と
、
高
温
耐
性
を
持

つ
稲
の
品
種
改
良
な
ど
の
「
適
応
策
」
が
と
も
に
必

要
な
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

地
方
行
政
の
焦
点
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
に
も
同

じ
こ
と
が
言
え
る
。
こ
の
場
合
、
緩
和
策
と
は
出
生

数
や
移
住
者
の
増
加
を
促
す
取
り
組
み
で
あ
り
、
適

応
策
は
人
口
が
減
少
し
て
も
持
続
的
な
地
域
を
つ
く

る
挑
戦
で
あ
る
。
こ
の
同
時
追
求
が
重
要
な
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
で
は
、
気
候
変
動
と
は
違
っ
て
、

適
応
策
の
議
論
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

振
り
返
れ
ば
、
代
表
的
な
適
応
策
は
市
町
村
合
併

で
あ
っ
た
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
政
府
に
よ
る

促
進
の
理
由
の
１
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
最

近
で
は
、「
圏
域
単
位
で
の
行
政
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

化
」
を
提
言
し
た
総
務
省
・
自
治
体
戦
略
2
0
4
0

構
想
研
究
会
報
告
（
2
0
１
8
年
）
は
、人
口
減
少
・

高
齢
化
等
の
「
2
0
4
0
年
頃
に
か
け
て
迫
り
来
る

我
が
国
の
内
政
上
の
危
機
」
の
適
応
策
を
構
想
し
た

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
過
去
の
適

応
策
の
議
論
と
実
践
は
、
制
度
を
め
ぐ
る
も
の
が
中

心
で
、
し
か
も
国
主
導
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

提
起
す
る
当
事
者
に
、
新
し
い
制
度
を
作
り
、
動
か

す
と
い
う
意
図
が
あ
る
た
め
か
、
将
来
の
危
機
を
煽

る
よ
う
な
傾
向
も
共
通
に
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
今
ま
で
の
人
口
減
少
問
題
の
適
応
策
に

は
、
公

－

共

－

私
の
幅
広
い
セ
ク
タ
ー
の
「
地
域
社

会
の
構
想
」
を
十
分
に
意
識
し
た
も
の
は
多
く
は
な

い
。
地
方
の
人
口
減
少
問
題
が
、
こ
れ
だ
け
騒
が
れ

て
い
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
成
熟
し
た
議
論
と
は
言
い

が
た
い
。

宮
口
侗
迪
氏
（
本
欄
執
筆
者
、
早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
）
や
筆
者
が
提
唱
す
る
「
低
密
度
居
住
地
域
構

想
」
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
生
ま
れ
て
い
る
。

い
ま
よ
り
も
人
口
が
さ
ら
に
減
少
し
た
レ
ベ
ル
を
想

定
し
な
が
ら
、
そ
の
水
準
で
も
定
住
が
持
続
で
き
る

仕
組
み
を
地
域
の
中
か
ら
作
り
上
げ
て
い
く
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
そ
の
動
き
を
「
地
域
づ
く
り
」
と
呼

び
、
具
体
的
に
は
地
域
運
営
組
織
の
形
成
、
地
域
内

で
の
し
っ
か
り
し
た
人
材
育
成
、
ま
た
地
域
外
か
ら

の
関
係
人
口
と
の
協
働
等
を
提
起
し
て
い
る
。
そ
れ

は
単
純
な
「
現
状
維
持
」
で
は
な
い
た
め
、
地
域
が

取
り
組
む
際
の
ハ
ー
ド
ル
は
決
し
て
低
く
な
い
。
ま

た
、
遠
隔
地
医
療
や
教
育
な
ど
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
の
か
と
い
う
課
題
の
検

討
は
残
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
従
来
の
適
応
策
が
国
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
に
よ
る
傾
向
が
強
い
の
に
対
し
て
、
こ
の
「
低

密
度
居
住
地
域
構
想
」
は
む
し
ろ
現
場
実
践
が
先
行

し
て
い
る
。
先
に
、
筆
者
等
が
唱
え
た
と
し
た
が
、

そ
れ
は
地
域
の
実
践
か
ら
学
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
。

こ
う
し
た
実
践
と
議
論
を
よ
り
進
め
る
こ
と
が
、

人
口
減
少
問
題
の
対
策
の
成
熟
化
を
導
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

「稲荷山大杉」へと連なる千本鳥居（岩手県紫
し

波
わ

町
ちょう

）

写真キャプション
五穀豊穣、大漁、交通安全の守
り神として多くの参拝者が訪
れる志和稲荷神社。高さ45m、
周囲 14mの御神木「稲荷山大
杉」は樹齢千数百年といわれ
る。その根元には白狐が現わ
れ、木に挟まった毛を見つける
と幸運に恵まれるという言い
伝えがあり、延命長寿の象徴と
して信仰されている。

人
口
減
少
問
題
の
「
適
応
策
」

明
治
大
学
農
学
部
教
授

小お

田だ

切ぎ
り 

徳と
く

美み

活

動

活

動

活

動

政
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報
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吉
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会
長
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「
第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
第
19
回
専
門
小
委
員
会
」
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
�
�
�
⑵

吉
田
会
長
が
「
情
報
通
信
審
議
会
通
信
政
策
特
別
委
員
会
」
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
�
�
�
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�
�
⑷

田
島
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会
長
・
会
長
代
行
が
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由
民
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党
「
文
部
科
学
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会
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ヒ
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�
�
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最
近
の
学
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施
設
に
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国
の
取
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い
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吉
田
会
長
は
、「
論
点
整
理
（
案
）」
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
３
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、

町
村
の
立
場
か
ら
意
見
陳
述
を
行
っ
た
。

１
つ
目
の
柱
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
を
踏

ま
え
た
対
応
」
に
つ
い
て
は
、は
じ
め
に
、

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
準
拠
シ
ス

テ
ム
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
事
業
者
が
見
つ
か
ら
な
い
な
ど

の
理
由
で
円
滑
な
移
行
に
支
障
が
生
じ
て

い
る
町
村
も
あ
る
こ
と
や
、
移
行
経
費
に

つ
い
て
、
現
在
の
補
助
金
で
は
足
り
な
い

と
い
っ
た
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

説
明
。「
論
点
整
理
（
案
）」
の
中
で
、
移

行
に
係
る
環
境
整
備
や
必
要
な
財
政
支
援

を
は
じ
め
と
し
た
、
自
治
体
に
対
す
る
国

の
積
極
的
な
支
援
の
必
要
性
等
に
言
及
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
人
的
・
財
政
的

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
町
村
の
実
情
を
考

慮
し
、
国
に
お
い
て
、
現
場
の
不
安
や
懸

念
を
解
消
す
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
る
よ

う
求
め
た
。

併
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
前
提
と
な
る

光
フ
ァ
イ
バ
等
の
情
報
通
信
基
盤
に
つ
い

て
、
都
市
部
と
地
方
で
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
整
備
を
加
速

し
、
必
要
な
財
政
支
援
を
拡
充
・
継
続
す

る
こ
と
や
、「
論
点
整
理
（
案
）」
の
中
で

示
さ
れ
た
、
自
治
体
に
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の
方
針
策
定
と
そ
の
方
針
に
基

づ
く
措
置
の
実
施
義
務
を
課
す
こ
と
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
際
は
、
自
治
体
の
実

態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
地
方
の
意
見

を
十
分
に
聞
く
な
ど
、
丁
寧
に
対
応
す
る

こ
と
を
求
め
た
。

２
つ
目
の
柱
で
あ
る
「
地
方
公
共
団
体

相
互
間
の
連
携
・
協
力
及
び
公
共
私
の
連

携
」
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
が
深
刻
化

し
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
や
専
門
人
材
の

確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
町
村
に
お
い

て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
し

て
い
く
た
め
に
、「
都
道
府
県
や
近
隣
の

自
治
体
と
連
携
し
、
広
域
で
の
人
材
活
用

や
施
設
の
共
同
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
は

重
要
」
と
の
認
識
は
示
し
つ
つ
も
、「
こ

う
し
た
連
携
・
協
力
関
係
の
構
築
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
の
押
し
つ
け
で
は
な
く
、

各
自
治
体
の
自
主
性
・
自
立
性
が
尊
重
さ

れ
る
制
度
と
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
国
か
ら
の
計
画
策
定
等
を
一
律

に
義
務
付
け
る
こ
と
の
弊
害
が
指
摘
さ

れ
、
見
直
し
が
図
ら
れ
て
い
る
中
で
、「
地

活　動

吉
田
隆
行
会
長
（
広
島
県
坂
町
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
代
表
は

９
月
27
日
、
第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
（
会
長
・
市
川
晃
住
友
林
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
）
の
第
19
回
専
門
小
委
員
会
（
委
員
長
・
山
本
隆
司
東
京
大

学
教
授
）
に
出
席
し
た
。

専
門
小
委
員
会
で
は
現
在
、「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
を
踏
ま
え
た
対
応
」、「
地
方
公
共
団
体
相
互
間
の
連
携
・
協
力
及
び
公

共
私
の
連
携
」
及
び
「
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
へ
の
対
応
」

の
３
つ
を
柱
と
す
る
「
総
括
的
な
論
点
整
理
（
案
）」（
以
下
「
論
点
整
理
（
案
）」）

に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
専
門
小
委
員
会
で
は
、「
論
点
整

理
（
案
）」
の
と
り
ま
と
め
に
向
け
、
地
方
六
団
体
等
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
た
。

▲発言する吉田会長

吉田会長が「第33次地方制度調査会吉田会長が「第33次地方制度調査会
第19回専門小委員会」ヒアリングに出席第19回専門小委員会」ヒアリングに出席
――「論点整理」のとりまとめに向けて意見陳述「論点整理」のとりまとめに向けて意見陳述――
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域
の
未
来
予
測
」
の
作
成
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
強
要
し
な
い
よ
う
求

め
た
。

３
つ
目
の
柱
で
あ
る
「
国
民
の
安
全
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
へ
の
対
応
」

で
は
、「
論
点
整
理
（
案
）」
の
中
で
、
大

規
模
災
害
や
感
染
症
の
ま
ん
延
等
に
よ
る

命
や
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
国
が
自
治

体
に
「
必
要
な
指
示
」
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
論
点
と
し
て
示

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
吉
田
会
長
は
、

「
非
常
事
態
へ
の
対
応
は
、
基
本
的
に
は

個
別
法
ま
た
は
そ
の
改
正
等
を
通
じ
て
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
に
個

別
法
の
想
定
外
の
事
態
に
備
え
た
ル
ー
ル

を
規
定
す
る
際
は
、
あ
く
ま
で
補
充
的
な

も
の
と
し
て
行
い
、
そ
の
範
囲
も
限
定
す

る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、「
災

害
発
生
や
感
染
症
の
ま
ん
延
時
に
は
、
都

道
府
県
と
市
町
村
間
の
迅
速
な
情
報
共
有

と
連
携
協
力
が
と
り
わ
け
重
要
」
と
し
、

「
現
場
の
状
況
に
即
し
た
対
応
が
で
き
る

よ
う
、
国
の
関
与
・
調
整
に
つ
い
て
は
、

そ
の
前
段
階
で
都
道
府
県
と
市
町
村
が
双

方
の
意
見
を
聞
く
な
ど
、
十
分
な
調
整
を

図
っ
た
う
え
で
行
う
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
」
を
求
め
た
。

最
後
に
、「
今
回
検
討
さ
れ
て
い
る
内

容
に
は
大
き
な
制
度
改
正
を
伴
う
も
の
が

含
ま
れ
て
お
り
、
自
治
体
へ
の
影
響
が
大

き
い
た
め
、
今
後
も
地
方
の
現
場
の
意
見

等
を
十
分
聞
い
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

す
る
」
と
述
べ
、
発
言
を
締
め
括
っ
た
。

そ
の
他
地
方
六
団
体
の
代
表
か
ら
は
、

「
令
和
７
年
度
ま
で
と
す
る
標
準
準
拠
シ

ス
テ
ム
へ
の
移
行
期
間
の
柔
軟
な
対
応
」、

「
地
方
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
や
土
木

技
師
等
の
確
保
の
支
援
」、「『
国
民
の
安

全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
へ
の
対

応
』
に
お
け
る
大
都
市
部
と
地
方
部
で
実

情
が
異
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
運
用
」
等

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
に
お
い
て
吉
田
会

長
は
、
委
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
、「
公

共
施
設
の
共
同
利
用
に
つ
い
て
は
、
近
隣

の
自
治
体
が
お
互
い
に
で
き
る
こ
と
を
協

力
し
合
っ
て
い
け
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ

る
」、「
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成
に

つ
い
て
、
町
村
の
よ
う
な
小
規
模
な
自
治

体
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
採
用
の
た
め
に

募
集
を
し
て
も
応
募
が
な
い
と
い
う
状
況

が
あ
る
。
例
え
ば
、
医
師
の
確
保
の
た
め

に
設
定
さ
れ
る
地
域
枠
の
よ
う
な
仕
組
み

を
デ
ジ
タ
ル
人
材
で
も
導
入
し
、
財
源
補

填
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
た
だ
く
方
法
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
発
言
し
た
。

活　動
（第三種郵便物認可） 町 村 週 報 2023年（令和 5年） 0月00日　11第0000号

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 https://www.zck.or.jp/choson/
「町村.com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁等
の政策情報を随時提供しています。ぜひご活用ください。
・「町村.com」は、町村関係者の方だけがご利用いただける専用ページ

です。ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。
・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平成18年 9月27日付）

ですが、 お問い合わせは、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで
お願いいたします。
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会
議
冒
頭
、
渡
辺
総
務
副
大
臣
か
ら
、

「
来
年
度
予
算
に
向
け
た
議
論
が
本
格
的

に
始
ま
る
前
に
、
し
っ
か
り
と
意
見
を
ま

と
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

ま
で
も
ハ
ー
ド
面
で
か
な
り
の
努
力
は
し

て
き
た
が
、
条
件
不
利
地
域
や
離
島
地
域

も
含
め
、
皆
が
公
平
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う

こ
と
を
、
通
信
事
業
者
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
総
務
省
で
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

国
民
生
活
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
素
晴
ら
し

い
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

皆
さ
ま
の
知
恵
を
お
借
り
し
た
い
」
と
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
吉
田
会
長
は
、

は
じ
め
に
、「
条
件
不
利
地
域
を
多
く
抱

え
る
町
村
に
と
っ
て
、
多
様
な
地
域
の
特

性
と
活
力
を
引
き
出
し
、
新
た
な
価
値
を

生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
」、
と
「
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
推
進
」
へ
の
期
待
を
示
し
た

う
え
で
、「『
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
』
が
目
指
す
『
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が

便
利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
』
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
全
国
津
々
浦
々
に
情
報

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
行
き
渡
り
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
」
と
強
調
。
情
報
通

2023年（令和 5年）10月 9 日　4第3256号

活　動

▲出席する吉田会長

　

吉
田
隆
行
会
長
（
広
島
県
坂
町
長
）
は
９
月
25
日
、
情
報
通
信
審
議
会
電

気
通
信
事
業
政
策
部
会
「
通
信
政
策
特
別
委
員
会
」
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
出
席
し
た
。

同
特
別
委
員
会
は
、
市
場
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
通
信
政
策
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
本
年
９
月
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。

　

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
来
年
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
特
別
委
員
会
と
し

て
の
論
点
整
理
の
と
り
ま
と
め
に
向
け
、
全
国
町
村
会
等
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
た
。

　

会
議
に
は
、
渡
辺
孝
一
総
務
副
大
臣
、
小
森
卓
郎
総
務
大
臣
政
務
官
も
出

席
し
た
。

全 国 町 村 会全 国 町 村 会

吉田会長が「情報通信審議会吉田会長が「情報通信審議会
通信政策特別委員会」ヒアリングに出席通信政策特別委員会」ヒアリングに出席
―情報通信インフラの整備加速化を要請――情報通信インフラの整備加速化を要請―

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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信
イ
ン
フ
ラ
や
こ
れ
を
活
用
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
等
の
情
報
共
通
基
盤
に
つ
い

て
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、
整
備
を
加
速

化
す
る
よ
う
求
め
た
。

一
方
で
、
離
島
や
中
山
間
地
域
な
ど
条

件
不
利
地
域
で
は
、「
光
フ
ァ
イ
バ
の
基

地
局
等
の
整
備
を
事
業
者
に
断
ら
れ
、
や

む
な
く
町
村
自
ら
が
整
備
を
実
施
す
る
場

合
も
あ
る
」
と
し
、
①
条
件
不
利
地
域
等

の
町
村
が
実
施
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
等
の
基

盤
整
備
に
対
す
る
財
政
支
援
の
拡
充
・
継

続
と
、
運
営
や
維
持
・
更
新
に
つ
い
て
も

必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
、
②
不
採
算
地

域
に
お
け
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
等
の
た
め
の
交
付
金
制
度
に
つ
い

て
、
設
備
等
の
拡
充
・
更
新
に
係
る
費
用

と
維
持
管
理
に
係
る
費
用
の
双
方
を
支
援

の
対
象
と
す
る
こ
と
、
③
離
島
や
中
山
間

地
域
等
不
採
算
地
域
に
お
い
て
、
光
フ
ァ

イ
バ
の
基
地
局
等
の
整
備
・
維
持
管
理
を

行
う
事
業
者
へ
の
財
政
支
援
を
拡
充
す
る

こ
と
、
④
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

通
信
施
設
を
公
設
で
整
備
し
て
い
る
町
村

に
対
し
て
、
更
新
に
係
る
費
用
を
国
が
支

援
す
る
こ
と
ー
等
の
本
会
の
要
望
事
項
を

紹
介
。
光
フ
ァ
イ
バ
等
の
情
報
通
信
イ
ン

フ
ラ
や
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
に
対
す
る
国

の
責
任
に
お
け
る
財
政
措
置
も
含
め
た
対

応
と
、
移
住
･
定
住
や
テ
レ
ワ
ー
ク
等
を
さ

ら
に
行
い
や
す
く
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
･ 

ソ
フ
ト
両
面
の
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
求

め
た
。

最
後
に
、「
条
件
不
利
地
域
等
に
お
け

る
不
採
算
地
域
を
含
め
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
サ
ー
ビ
ス
を
あ
ま
ね
く
普
及
し
て
い
く

た
め
に
は
、
国
は
も
ち
ろ
ん
、
公
共
性
の

あ
る
民
間
事
業
者
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
協
力

な
く
し
て
は
実
現
し
な
い
」
と
し
、「
情

報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
民
設
移
行
の

最
後
の
砦
と
し
て
、
積
極
的
な
協
力
と
支

援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
、
発
言
を

締
め
括
っ
た
。

こ
の
後
、
小
森
総
務
大
臣
政
務
官
か
ら

挨
拶
が
あ
り
、
吉
田
会
長
か
ら
の
意
見
に

対
し
て
、「
財
政
力
の
低
い
町
や
村
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
今
後
大
き
な
答
え

を
出
す
中
で
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
意
見
交
換
終
了
後
、

渡
辺
総
務
副
大
臣
か
ら
、「
皆
さ
ま
か
ら

の
意
見
を
尊
重
し
、
総
務
省
で
し
っ
か
り

と
法
案
整
備
や
予
算
対
応
を
行
っ
て
い

く
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備
は
、
ど
の

分
野
に
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
国
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
民
間

事
業
者
も
含
め
て
、
責
任
分
担
を
し
な
が

ら
地
域
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
、

手
法
等
々
で
、
大
変
面
白
い
知
恵
や
工
夫

が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

末
永
く
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
会
議
は
閉
会

し
た
。

※
参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｈ
Ｐ（https:�

//w
w
w
.zck.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●全国町村会館へのアクセス
・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
3番出口徒歩1分

・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約20分

TEL.03（3581）0471
〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号
ホームページアドレス　https://www.zck.or.jp/kaikan

3番出口

内
案
ご
の
室
客

ご予約・お問い合わせ

シングル
119室

SINGLE
ROOM

ツイン
18室

TWIN
ROOM

ダブル
12室

DOUBLE
ROOM

※市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。
和室もございますのでお問い合わせください。

第3256号5　2023年（令和 5年）10月 9 日

活　動

▲挨拶する小森政務官

▲挨拶する渡辺副大臣

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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開
会
に
あ
た
り
、
中
村
部
会
長
が
挨
拶

に
立
ち
、「
本
日
は
、
地
方
関
係
団
体
等

か
ら
も
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
秋

の
経
済
対
策
、
補
正
予
算
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
、盛
山
正
仁
文
部
科
学
大
臣
、

青
山
周
平
文
部
科
学
副
大
臣
、
今
枝
宗
一

郎
文
部
科
学
副
大
臣
及
び
山
田
太
郎
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

盛
山
文
部
科
学
大
臣
か
ら
は
、「
文
部
科

学
省
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
強
力
な
推
進
、
教
員
を
取
り
巻
く

環
境
整
備
等
の
重
要
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
地
方
自
治
体
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

の
皆
さ
ま
と
し
っ
か
り
連
携
さ
せ
て
い
た

だ
く
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

こ
の
後
行
わ
れ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い

て
田
島
会
長
代
行
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
、

「
こ
ど
も
た
ち
が
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に

触
れ
る
こ
と
や
遠
く
離
れ
た
地
域
の
児
童

生
徒
等
と
の
交
流
を
可
能
に
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
価
値
を
発
見
し
、
思
考
力
や

創
造
力
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る
大
き

な
可
能
性
を
有
す
る
も
の
」
と
し
た
う
え

で
、「
未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
、
教
育
Ｄ
Ｘ
が
滞
る
こ
と
は
許
さ
れ

ず
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
教
育
Ｄ
Ｘ
の
さ
ら
な
る
発
展
の
重
要
性

を
述
べ
た
後
、
町
村
の
立
場
か
ら
意
見
陳

述
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
町
村
の
多
く
が
令
和
７

年
度
以
降
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
「
一

人
一
台
端
末
」
に
つ
い
て
、「
更
新
費
用

の
財
政
負
担
が
ど
う
な
る
の
か
大
き
な

不
安
を
持
っ
て
い
る
」
と
し
、
財
政
力
の

違
い
等
に
よ
り
地
域
間
格
差
が
生
じ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、「
少
な
く
と
も
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
第
１
期
に
お
い
て

児
童
数
全
体
の
３
分
の
２
を
国
費
で
整▲挨拶する盛山大臣（左）と中村部会長（右）

2023年（令和 5年）10月 9 日　6第3256号

活　動

▲発言する田島会長代行

　

田
島
健
一
副
会
長
・
会
長
代
行
（
佐
賀
県
白
石
町
長
）
は
９
月
27
日
、
自

由
民
主
党
が
開
催
し
た
「
文
部
科
学
部
会
」（
部
会
長
・
中
村
裕
之
衆
議
院
議

員
）
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
出
席
し
た
。
会
議
に
は
、
地
方
三
団
体
等
が
出
席
し
、
学

校
教
育
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

　

田
島
会
長
代
行
は
、
町
村
の
多
く
が
令
和
７
年
度
以
降
に
更
新
時
期
を
迎

え
る
一
人
一
台
端
末
の
更
新
費
用
や
端
末
が
故
障
し
た
際
の
代
替
機
の
整
備

に
対
す
る
十
分
な
財
政
支
援
と
、
こ
ど
も
た
ち
の
立
場
に
立
っ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
を
求
め
た
。

全 国 町 村 会全 国 町 村 会

田島副会長・会長代行が自由民主党田島副会長・会長代行が自由民主党
「文部科学部会」ヒアリングに出席「文部科学部会」ヒアリングに出席
― GIGA スクール構想の課題について意見陳述―― GIGA スクール構想の課題について意見陳述―

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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備
し
た
ス
キ
ー
ム
を
堅
持
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た
。
加
え
て
、
端
末
の
故

障
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
代

替
機
の
整
備
も
補
助
対
象
に
す
る
よ
う
求

め
た
。

次
に
、
令
和
６
年
度
文
部
科
学
省
予
算

概
算
要
求
で
は
、「
令
和
６
年
度
に
更
新

時
期
を
迎
え
る
補
助
対
象
の
端
末
分
の
要

求
が
、
６
０
０
万
台
以
上
あ
る
全
体
の

５
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
と
し
、

「
約
40
％
の
端
末
が
更
新
を
迎
え
る
令
和

７
年
度
に
は
、
必
要
と
な
る
予
算
も
大
幅

に
増
加
す
る
。
今
後
、
町
村
の
教
育
現
場

が
安
心
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
取
り
組
む
た

め
に
は
、
全
自
治
体
の
端
末
の
更
新
が
見

通
せ
る
よ
う
な
安
定
的
な
予
算
措
置
が

必
要
で
あ
る
」
と
長
期
的
・
安
定
的
な
財

源
を
求
め
た
。
な
お
、
そ
の
際
の
具
体
的

な
方
法
に
つ
い
て
、「
例
え
ば
」
と
前
置

き
し
た
う
え
で
、「
必
要
な
予
算
を
積
ん

で
お
き
、
柔
軟
な
予
算
執
行
を
可
能
に
す

る
方
法
も
検
討
に
値
す
る
」
と
意
見
を
述

べ
た
。

最
後
に
、「
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導

力
の
向
上
等
の
様
々
な
課
題
を
丁
寧
に
解

決
し
、
こ
ど
も
た
ち
の
立
場
に
立
っ
た
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
発
言
を
締
め

括
っ
た
。
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学
校
施
設
は
地
域
に
お
け
る
人
々
の
心

の
拠
り
所
で
あ
り
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で

す
。
新
校
舎
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
学
校
施
設

を
、
地
域
と
し
て
ど
の
よ
う
に
長
く
利
活

用
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
、
公
共
施
設
全
体
の
延
床
面
積
の

約
４
割
を
占
め
る
公
立
小
中
学
校
施
設

は
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
50
年
代
の
児

童
生
徒
急
増
期
に
そ
の
多
く
が
整
備
さ
れ

た
た
め
、
一
斉
に
更
新
時
期
を
迎
え
て
お

り
、
そ
の
長
寿
命
化
改
修
を
は
じ
め
と
し

た
老
朽
化
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、長
寿
命
化
改
修
の
実
施
は
、

教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
好
機
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に
お
い
て

は
、
I
C
T
の
活
用
等
に
よ
り
、
学
び
の

ス
タ
イ
ル
が
多
様
に
変
容
し
、
学
校
施
設

全
体
が
学
び
の
場
と
な
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。
単
に
数
十
年
前
の
建
築
時
の

状
態
に
復
旧
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
が
集
い
、
学
び
、
遊
び
、
生
活
す
る

実
空
間
と
し
て
、
ま
た
、
他
者
と
協
働
し
、

学
び
あ
い
、
応
え
合
う
共
創
空
間
と
し

て
、
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
め
た

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
確
保
し
つ
つ
、

新
し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る

視
点
を
取
り
込
み
、
さ
ら
に
は
地

域
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
防
災
機

能
強
化
や
脱
炭
素
化
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
教
育

環
境
の
向
上
と
老
朽
化
対
策
の
一

体
的
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は
、

域
内
の
公
共
施
設
全
体
で
検
討

し
、
適
切
な
対
応
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
部
局

横
断
的
な
検
討
体
制
を
構
築
し
、

地
域
の
実
態
に
応
じ
て
個
別
施
設

計
画
の
充
実
・
見
直
し
を
図
り
、

計
画
的
・
効
率
的
な
施
設
整
備
と

維
持
管
理
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
、
将
来
コ
ス
ト
の
最
適
化
と
学

校
施
設
を
核
と
し
た
地
域
課
題
に

応
じ
た
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り

ま
す
。

例
え
ば
、
地
域
の
避
難
所
機
能

の
観
点
で
は
防
災
担
当
部
局
や
治

水
担
当
部
局
等
、
地
域
の
脱
炭
素

化
の
観
点
で
は
環
境
担
当
部
局

等
、
教
育
委
員
会
と
関
係
部
局
と

の
連
携
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
え
て
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
中
で
、
学
校
施
設
を

中
心
と
し
た
公
共
施
設
と
の
複
合

化
は
、
教
育
環
境
の
向
上
と
地
域

の
賑
わ
い
に
つ
な
が
る
と
と
も

１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

▲新しい時代の学びを支える学校施設のイメージ

最近の学校施設に係る最近の学校施設に係る
国の取組について国の取組について

文部科学省 大臣官房文教施設企画・防災部文部科学省 大臣官房文教施設企画・防災部
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に
、
公
共
施
設
の
総
面
積
の
削
減
と
施
設

整
備
費
や
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
に
も

寄
与
し
得
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
教
育
環
境
向
上
に

資
す
る
老
朽
化
対
策
の
機
会
を
捉
え
て
学

校
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、

地
域
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

 

教
育
環
境
向
上
に
資
す
る
老
朽
化
対
策

の
機
会
を
捉
え
て
学
校
施
設
の
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
の
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
以
下
で
は
、
学
校
施
設
の
老
朽
化

対
策
に
加
え
、
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
防
災
機
能
強
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

脱
炭
素
化
等
に
つ
い
て
の
文
部
科
学
省
の

取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

①
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策

全
国
の
公
立
小
中
学
校
の
施
設
は
、
約

半
数
が
築
40
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
約
７
割
が
改
修
を
要
す
る
状
況
で

あ
る
な
ど
、
老
朽
化
対
策
を
行
う
必
要
が

生
じ
て
お
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

な
か
で
も
効
率
的
に
老
朽
化
対
策
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
改
築
と
比
べ
て
費
用

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
改
築
と
同
等
の

教
育
環
境
向
上
の
効
果
を
期
待
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
長
寿
命
化
改
修
」
に
シ
フ
ト

し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
文
部
科

学
省
と
し
て
も
学
校
設
置
者
に
よ
る
長
寿

命
化
の
取
組
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
建
築
後
40
年
以
上
を
経

過
し
、
か
つ
今
後
30
年
以
上
使
用
す
る
予

定
の
建
物
に
つ
い
て
は
、「
長
寿
命
化
改

良
事
業
」
に
よ
り
国
庫
補
助
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
築
40
年
未
満

で
あ
っ
て
も
、
築
20
年
以
上
で
あ
れ
ば
、

将
来
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
を
前
提
に
実

施
す
る
予
防
改
修
工
事
（
屋
上
防
水
層
の

改
修
や
外
壁
の
仕
上
げ
材
の
更
新
）
に
つ

い
て
も
、
補
助
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
方
公
共
団
体
が
策
定
し
て

い
る
個
別
施
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
策
定

後
に
お
い
て
も
、
部
局
横
断
的
な
体
制
の

も
と
、
随
時
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
計

画
の
実
効
性
が
確
保
さ
れ
た
内
容
に
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学

省
で
は
、
今
後
の
学
校
施
設
の
維
持
・
更

新
コ
ス
ト
を
試
算
す
る
ツ
ー
ル
を
新
た
に

作
成
す
る
な
ど
、個
別
施
設
計
画
の
充
実
・

見
直
し
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

②
学
校
施
設
の
防
災
機
能
強
化

文
部
科
学
省
で
は
、
児
童
生
徒
等
の
安

全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
近
年
の
気
候

変
動
等
の
影
響
を
踏
ま
え
た
水
害
対
策
や

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
設
備
等
の
確

保
を
進
め
る
な
ど
、
学
校
施
設
の
防
災
機

能
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
、
気
候
変
動
に
伴
う
水
害
の
頻
発

化
・
激
甚
化
に
よ
り
、
校
舎
や
体
育
館
が

浸
水
す
る
な
ど
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
に
文
部
科
学
省
が
公
表
し

た
調
査
結
果
で
は
、
浸
水
想
定
区
域
に
立

地
し
、
地
域
防
災
計
画
に
要
配
慮
者
利
用

施
設
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
学
校

が
、
全
国
の
公
立
学
校
の
う
ち
の
約
２
割

と
な
る
な
ど
、
水
害
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い

る
学
校
が
一
定
数
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、
本
年
５
月
に

は
、
教
育
委
員
会
が
学
校
・
関
係
部
局
等

と
連
携
し
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
水
害
対
策
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
よ

う
、
検
討
手
順
や
、
学
校
に
お
け
る
個
々

の
水
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
や
対
策
例
等
を

ま
と
め
た
手
引
を
策
定
し
、
周
知
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
７
月
に
公
表
し
た
避
難
所
と
な

る
学
校
の
防
災
機
能
に
関
す
る
調
査
結
果

で
は
、
冷
房
機
器
の
確
保
状
況
が
６
割
程

度
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
数
字
は
災
害
時
の
み
機
器
を
確
保
で

き
る
場
合
等
も
含
ん
で
お
り
、
別
の
調
査

で
あ
る
公
立
学
校
施
設
の
空
調
（
冷
房
）

設
備
の
設
置
状
況
調
査
で
は
、
体
育
館
等

へ
の
冷
房
設
置
率
は
15
％
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。
熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
学

校
施
設
の
防
災
機
能
強
化
を
一
層
推
進
す

る
よ
う
、
事
例
の
周
知
や
財
政
支
援
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

学
校
施
設
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
児
童
生
徒
や
教
職
員
等
が
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の

避
難
所
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
こ
と
か
ら
も
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
こ
と
は
重
要

で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
令
和
２
年
の
「
高

齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
等
を
踏
ま

え
、
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
関

２２
．．��

教
育
環
境
の
向
上
に
資
す
る　

教
育
環
境
の
向
上
に
資
す
る　

老
朽
化
対
策
と
地
域
課
題
へ　
　

老
朽
化
対
策
と
地
域
課
題
へ　
　

の
対
応

の
対
応

▲浸水被害を受けた校庭
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す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
計
画
・
設

計
上
の
留
意
点
を
示
し
た
「
学
校
施

設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進
指
針
」
を

改
訂
し
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
的
に

は
原
則
す
べ
て
の
学
校
が
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
つ

つ
、
公
立
小
中
学
校
等
に
お
い
て
、

令
和
７
年
度
末
ま
で
の
５
年
間
に
緊

急
か
つ
集
中
的
に
整
備
を
行
う
た
め

の
整
備
目
標
を
定
め
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
工
事
に
対
す
る
国
庫
補
助
率

の
か
さ
上
げ
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
関
す
る
実
態
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
省

W
E
B
サ
イ
ト
中
に
「
学
校
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
」
の
特
設

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
学
校
設
置
者
に

お
け
る
取
組
の
加
速
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

④
学
校
施
設
の
脱
炭
素
化

気
候
変
動
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課

題
と
な
る
中
で
、
２
0
５
0
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
、
公
共
施
設
に
お
い
て
も
さ
ら
な

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
学
校
施
設
は
公
共
施
設
の
約

４
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学

校
施
設
の
脱
炭
素
化
の
推
進
は
地

 2050年のカーボンニュートラル達成のためには、建築物の更なる省エネルギーや脱炭素化に向けた取組が不可欠。この
ためには、学校施設においても大幅な低炭素化が必要。

 地域や関係省庁と連携して、モデルの構築を通じ、学校施設のZEB※化の普及拡大を目指すことが必要。

学校施設のZEB化の推進

これまでの文部科学省の取組

• 文部科学省、農林水産省、国土交通省、環境省が連携協力して、学校設置
者である市町村等がエコスクールとして整備する学校を「エコスクール・プラス」と
して認定している。（2023年３月現在：1,925校を認定）

• 認定を受けた学校が施設の整備事業を実施する際に、関係各省より補助事
業の優先採択などの支援を受けることができる。また、「地域脱炭素ロードマップ」
に基づく脱炭素先行地域などの学校のうち、ZEB Readyを達成する事業に
対し、文部科学省から単価加算措置（８％）の支援を行っている。

※ Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、快適な室内環境を実現しながら、
建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建築物のこと

■ 環境を考慮した学校施設（エコスクール）の整備推進

• 学校施設における子供たちや教職員にとっての快適で健康的な温熱環境の確保
と脱炭素化を推進するため「学校施設におけるZEB化実現手法」や「学校施設
のZEB化の推進方策」など示した報告書を公表、周知を図っている。

• 本報告書では、学校施設のZEB化を実現するための具体的対策の代表事例と、
それを学校施設に導入する際の留意事項などについてとりまとめている。

■ 「2050年カーボンニュートラルの実現に資する学校施設のZEB化の
推進について」報告書の公表（2023年3月）

岐阜県瑞浪市
瑞浪市立瑞浪北中学校 《 Neary ZEB 》

学校施設のZEB化の先進事例
愛知県瀬戸市
瀬戸市立にじの丘学園 《 ZEB Ready 》

校舎（６地域）における技術導入イメージ 単位面積当たりの一次エネルギー消費量

４つの地域（北海道、山形、東京、沖縄）を対象に、モデル建物における
ZEB化を達成するための建築・設備仕様についてのシミュレーションを実施

学校施設のZEB化のシミュレーション結果

＜ZEB化推進の基本的な考え方＞
• 快適で健康的な室内環境の確保
• 学校施設の環境教育への活用
• 建物のライフサイクル全体を通じたCO2排出量の削減
• 災害時の利用も見据えた防災機能強化

▲学校施設のZEB化の推進

▲学校施設のバリアフリー化の整備目標、「学校施設のバリアフリー化の推進」特設ページ

●バリアフリー化率の現状と、令和７年度末までの国の目標

対象 令和2年度 令和4年度 令和７年度末までの目標

バリアフリートイレ
校舎 65.2% 70.4% 避難所に指定されている全ての学校※に整備する

※令和4年度調査時点で総学校数の約93%(校舎)、約98%（屋内運動場）に相当屋内運動場 36.9% 41.9%

スロープ等による
段差解消

門から建物の前まで
校舎 78.5% 82.2%

全ての学校に整備する
屋内運動場 74.4% 77.9%

昇降口・玄関等から
教室等まで

校舎 57.3% 61.1%

屋内運動場 57.0% 62.1%

エレベーター
（1階建ての建物のみ保有する学校を含む）

校舎 27.1% 29.0%
要配慮児童生徒等が在籍する全ての学校※に整備する
※令和4年度調査時点で総学校数の約41%(校舎)、約76%（屋内運動場）に相当

屋内運動場 65.9% 70.5%

※学校施設のバリアフリー化に関する計画等がある地方自治体は25％
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域
の
脱
炭
素
化
の
取
組
に
お
い
て
重
要

で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
施
設
の
整
備

に
お
い
て
、
屋
根
や
外
壁
の
高
断
熱
、
高

効
率
照
明
等
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
、
太

陽
光
発
電
等
の
導
入
に
よ
り
、
建
物
の
年

間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支
を
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
Z
E
B
化
の
取

組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
環
境
を
考
慮
し
た
学
校

（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）
に
つ
い
て
、
文
部
科

学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環

境
省
が
連
携
協
力
し
て「
エ
コ
ス
ク
ー
ル
・

プ
ラ
ス
」
と
し
て
認
定
し
、
認
定
を
受
け

た
学
校
に
対
し
て
は
、
関
係
各
省
に
よ
る

補
助
事
業
の
優
先
採
択
等
の
支
援
や
、
文

部
科
学
省
の
補
助
単
価
の
加
算
等
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Z
E
B
化
に
関
す
る
先
導
的
な

整
備
の
事
例
集
を
作
成
、
公
表
し
、
令
和

５
年
３
月
に
は
、
有
識
者
の
協
力
の
も
と

学
校
施
設
の
Z
E
B
化
の
推
進
方
策
等
に

関
す
る
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
、
公
表
す

る
な
ど
、
技
術
的
な
支
援
も
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

３３
．．��

自
治
体
の
取
組
を
支
援
す
る
学

自
治
体
の
取
組
を
支
援
す
る
学

校
施
設
整
備
・
活
用
の
た
め
の

校
施
設
整
備
・
活
用
の
た
め
の

共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（（CC

コ

ー

シ

ャ

コ

ー

シ

ャ

O
-S
H
A

O
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H
A
��PP

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
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tfo
rm
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こ
れ
ら
の
取
組
に
加
え
、
新
し
い
時
代

の
学
び
を
実
現
す
る
学
校
施
設
の
整
備
・

活
用
や
技
術
的
な
課
題
に
対
応
す
る
学
校

設
置
者
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
文
部

科
学
省
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（C

O
-S

H
A

 P
latform

）
を

構
築
し
、
令
和
４
年
11
月
か
ら
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

C
O

-S
H

A
 P

latform

は
、
学
校
施
設

の
整
備
・
活
用
事
例
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
・

発
信
を
行
う
「
新
た
な
学
校
施
設
の
ア
イ

デ
ア
集
」
の
役
割
、
専
門
的
・
技
術
的
な

知
見
を
有
す
る
「C

O
-S

H
A

 

ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
に
よ
る
相
談
対
応
や
助
言
等
を
行

う
「
相
談
窓
口
」
の
役
割
、
学
校
関
係
者

の
横
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
」

の
役
割
と
い
っ
た
３
つ
の
役
割
を
有
し
て

い
ま
す
。

今
後
もC

O
-S

H
A

 P
latform

の
コ
ン

テ
ン
ツ
の
更
新
・
充
実
を
行
う
と
と
も
に
、

地
方
自
治
体
が
新
し
い
時
代
の
学
び
を
実

現
す
る
学
校
施
設
づ
く
り
を
推
進
で
き
る

よ
う
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

 

文
部
科
学
省 

大
臣
官
房
文
教
施
設

企
画
・
防
災
部

担
当
：
施
設
企
画
課 

電
話
：
0
３―

６
７
３
４―

２
５
１
３

メ
ー
ル
：sisetuki@

m
ext.go.jp

「新時代の学びを実現する学校施設」を目指して施設整備を行う学校設置者や、
校舎を最大限活用したい教職員、整備を行う民間業者など、どなたでもご利用可能なプラットフォームです。

新たな学校施設づくり
のアイデア集

アドバイザーへの
相談窓口

イベント＆
コミュニティづくり

CO-SHA Platform ～学校施設整備・活用のための共創プラットフォーム～

CO-SHA Platform ～ co-creation(共創) , sharing ideas (共有) ~
Ⅰ Ⅱ Ⅲ

文部科学省 CO-SHA 検索 ワンストップ特設ページを公開中、
ブックマークやお気に入り登録をお願いします

 事例ごとにPDFで
出力可能

 ビジュアルや図面
などの情報を充実

 絞り込みに便利な
タグ機能

 学校建築のエキスパート

 改修実績のある実務経験者

 ICTを活用した新しい学び
に関する有識者 など

ワークショップイベントの実施

現場同士の対話を通じた、
全国的な共通課題の抽出

共通課題の解決に向けた、
プロジェクトチームの形成・支援

Step1．

Step2．

Step3．

フィードバック
解決手法の
全国展開

学校施設の整備・活用事例を
使いやすいコンテンツとして掲載します

学校建築アドバイザーによる助言や派遣
を行う相談窓口を設置します

ワークショップの開催やプロジェクト
チームの募集・活動支援を行います

令和５年度以降も掲載数を拡大予定

相談例：
改修による柔軟で創造的な空間づくり
のためのアドバイスがほしい

全国的な共創の実現に向けた取組各分野の専門家への相談受付中

▲CO-SHA Platform ～学校施設整備・活用のための共創プラットフォーム～
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情　報

○�　情報システムの標準化・共通化に関しては、令和 7年度までに標準準拠システムに移行することを目指す
こととされています。

○�　システム移行を実現するために、「計画立案」、「システム選定」、「移行」の３つのフェーズに沿って進める
必要がありますが、「計画立案」のための『推進体制の立ち上げ』や『現行システムの概要調査』はもちろん、
『標準仕様との比較分析』や『移行計画作成』といった作業に、早急に着手する必要があります。
○�　地方公共団体金融機構（JFM）では、今年度から、総務省と連携し、「地方公共団体の経営・財務マネジメ
ント強化事業」の一環として、システム移行作業にお悩みを抱えている市区町村等へアドバイザー（リスト
は総務省HP等で公開）を派遣しています。

○　費用（アドバイザーの謝金・旅費）は、JFMが負担します（利用料無料）。

● 令和５年度事業においては、１２月末まで申請を受け付けています。
※�事業は、申請内容が確認できたものから順次、開始することが可能です。

● �既に約５０団体が利用中です！
・　�アドバイスにより、標準化 PMOへの入力を予定より早いスケジュールで進めることでき、時間に制約があ

る標準化に向けた作業が大幅に進み助かった。
・　�職員及び議員を対象に、DXの基礎を実際の事例を用いて説明してもらい、役場と議会が一体となりDXを

理解することできた。

  情報システムの標準化でお悩みの皆様へ
地方公共団体金融機構は、総務省と連携し、

システム標準化のアドバイザーを派遣しています！

お問い合わせ先

詳しくは　→　https://www.jfm.go.jp/support/development/keieizaimu.html

地方公共団体金融機構

（１）DX に関する支援分野
分野
●地方公共団体のDXに関すること
　・情報システムの標準化・共通化
　・マイナンバーカードの利活用の推進
　・行政手続のオンライン化
　・データ利活用・EBPM
　・BPR・業務改革
　・デジタル人材の育成

●公営企業・第三セクター等の経営改革に関すること
　・DXやGXの取組

（２）支援の方法
市区町村に対して、アドバイザーを派遣
課題対応
アドバイス
事業

市区町村・公営企業が直面する課題の克服等、
財政運営・経営の改善に向けたアドバイスのた
め、団体の要請に応じて派遣

課題達成
支援事業

情報システム標準化・共通化の取組の推進が困
難な市区町村に、技術的・専門的な支援を行う
ために派遣

都道府県に対して、アドバイザーを派遣
啓発・
�研修事業

都道府県が市区町村・公営企業の啓発のため、
支援分野の研修を行う場合に派遣

活用団体の声

１

２

事業概要（「地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業」の一環）

申請期間（２月末～ １２月末予定）

☎ 地方支援部 調査企画課：03-3539-2676   　📧 chihoushien@jfm.go.jp 

利用料無料
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チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
本
格
導
入
　

北
海
道
当
別
町
、
効
率
化
へ

北
海
道
当
別
町
は
25
日
、対
話
型
人
工
知
能（
Ａ

Ｉ
）「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
を
10
月
１
日
か
ら
業

務
に
本
格
導
入
す
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
７
月
下

旬
か
ら
全
庁
で
実
証
実
験
を
実
施
し
た
結
果
、
業

務
の
効
率
化
が
確
認
で
き
た
と
い
い
、
文
章
の
作

成
や
要
約
、
情
報
分
析
な
ど
に
活
用
す
る
。

町
に
よ
る
と
、
実
験
で
は
全
職
員
の
約
４
割
が

日
常
的
に
使
用
し
、
会
議
録
の
要
約
で
作
業
時
間

を
30
分
～
１
時
間
程
度
短
縮
で
き
た
例
も
あ
っ

た
。
入
力
し
た
情
報
の
漏
え
い
や
、
回
答
の
正
確

性
へ
の
懸
念
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
と

い
う
。

８
月
末
に
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、

回
答
者
の
う
ち
約
５
割
が
「
業
務
効
率
が
上
が
っ

た
」、
約
８
割
が
「
今
後
も
使
用
し
た
い
」
と
答

え
た
。

町
は
運
用
に
際
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、

個
人
情
報
や
機
密
情
報
の
入
力
を
禁
止
し
て
い
る

ほ
か
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
生
成
し
た
文
章
の
確

認
な
ど
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
担
当
者
は
「
生
成

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
業
務
効
率
化
の
基
盤
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
話
し
た
。

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
巡
っ
て
は
、
神
奈
川
県
横

須
賀
市
が
全
国
の
自
治
体
で
初
め
て
試
験
導
入
す

る
な
ど
、
業
務
利
用
を
試
行
す
る
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。�（
共
同
通
信
・
2
0
2
3
年
９
月
25
日
）

役
場
窓
口
デ
ジ
タ
ル
化
　
課
題
共
有
　

体
験
調
査
の
職
員
が
報
告
　

群
馬
・
み
な
か
み
町

役
場
窓
口
の
将
来
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
を
見
据

え
、
窓
口
業
務
の
課
題
を
探
る
窓
口
体
験
調
査
を

８
月
に
実
施
し
た
み
な
か
み
町
は
25
日
、
調
査
に

参
加
し
た
職
員
18
人
に
よ
る
報
告
会
を
、
町
中
央

公
民
館
で
開
い
た
。
幹
部
職
員
が
発
表
を
聞
き
、

「
必
要
な
手
続
き
の
全
貌
が
分
か
り
に
く
い
」
と

い
っ
た
現
状
の
課
題
を
共
有
し
た
。

窓
口
体
験
調
査
で
は
、
若
手
職
員
が
５
班
に
分

か
れ
、
来
庁
者
に
な
り
き
っ
て
転
入
や
転
出
、
お

悔
や
み
の
手
続
き
を
体
験
し
た
。
町
は
総
務
省
の

派
遣
制
度
で
同
省
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

斎
藤
理
栄
さ
ん
を
招
き
、
調
査
に
関
す
る
指
導
を

受
け
た
。
報
告
会
で
は
、
各
班
が
手
続
き
の
所
要

時
間
や
動
線
、
氏
名
や
住
所
を
記
入
し
た
回
数
、

調
査
を
経
て
気
付
い
た
点
な
ど
を
発
表
し
た
。

転
出
手
続
き
を
体
験
し
た
班
は
、
所
要
時
間
が

73
分
と
予
想
以
上
に
時
間
が
か
か
っ
た
と
指
摘
。

さ
ら
に
、
必
要
だ
っ
た
児
童
手
当
の
変
更
手
続
き

が
漏
れ
て
い
た
問
題
も
報
告
し
た
。「
全
体
を
通

し
て
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
か
分
か
ら
ず
、

ゴ
ー
ル
が
見
え
な
い
。
精
神
的
な
不
安
や
疲
労
感

を
感
じ
た
」
と
述
べ
、「
必
要
な
手
続
き
を
一
覧

で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
表
が
ほ
し
い
」
な
ど
と
改
善
案

を
提
案
し
た
。

転
入
手
続
き
を
担
当
し
た
班
は
、
申
請
書
類
の

記
入
の
た
め
に
、
氏
名
を
通
算
で
29
回
、
住
所
を

22
回
書
い
た
と
発
表
。「
書
類
を
記
入
す
る
時
間

が
長
く
、
名
前
や
住
所
を
書
く
回
数
を
１
回
で
も

減
ら
す
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
お
く
や
み

手
続
き
の
調
査
班
は
、
職
員
の
誤
認
か
ら
誤
っ
て

誘
導
さ
れ
た
手
続
き
が
あ
っ
た
と
報
告
し
、「
来

庁
者
に
接
す
る
職
員
に
対
す
る
研
修
や
、
各
課
の

連
携
も
必
要
」
と
指
摘
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
斎
藤
さ
ん
は
各
班
の
報
告
を

受
け
て
「
窓
口
改
革
を
も
う
皆
さ
ん
に
お
任
せ
で

き
る
と
感
じ
た
」
と
講
評
。「
窓
口
改
革
に
終
わ

り
は
な
く
、
研
修
に
今
回
の
体
験
調
査
を
組
み
込

む
な
ど
、
毎
年
改
善
し
続
け
て
ほ
し
い
」
と
助
言

し
た
。�

（
上
毛
新
聞
・
2
0
2
3
年
９
月
26
日
）

免
許
自
主
返
納
と
支
援
申
請
一
度
に
　

福
井
県
南
越
前
町
が

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
開
始

福
井
県
南
越
前
町
と
越
前
署
は
９
月
29
日
か

ら
、
運
転
免
許
を
自
主
返
納
す
る
満
65
歳
以
上
の

町
民
を
対
象
と
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
。
同
署
が
免
許
返
納
の
手
続
き
を
行
う

際
に
、
署
員
が
行
政
支
援
の
申
請
受
け
付
け
を
代

行
で
き
る
。

同
町
は
自
主
返
納
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
「
南
越
前
町
ら
く
ら
く
お
で
か

け
バ
ス
」
乗
車
料
の
無
期
限
無
料
化
と
、
年
間
１

万
５
千
円
分
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
を
最
大

10
年
間
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
免
許
返
納
は
同
署
窓
口
、
申
請
受
け

付
け
は
町
役
場
と
別
々
だ
っ
た
が
、
町
民
の
負
担

を
減
ら
し
免
許
返
納
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、
一

本
化
す
る
こ
と
に
し
た
。

同
署
で
は
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
に
必
要
な

申
請
書
を
提
出
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
デ

マ
ン
ド
型
バ
ス
の
乗
車
無
料
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
乗
車
に
必
要
な
会
員
登
録
の
申
込
書
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

丹
南
運
転
者
教
育
セ
ン
タ
ー
（
越
前
市
）
で
も

自
主
返
納
を
受
け
付
け
て
い
る
が
、
申
請
受
け
付

け
は
代
行
し
な
い
。

�

（
福
井
新
聞
・
2
0
2
3
年
９
月
29
日
）

防
災
無
線
「
聞
こ
え
な
い
問
題
」
解
消
、

ア
プ
リ
で
も
配
信
　
緊
急
情
報
を
音
声
通
知
、

岐
阜
・
揖
斐
川
町
が
導
入

岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
は
、
防
災
や
暮
ら
し

の
情
報
を
届
け
る
総
合
ア
プ
リ「
い
び
情
報
ナ
ビ
」

の
運
用
を
開
始
し
た
。
防
災
無
線
で
放
送
さ
れ
た

避
難
所
の
開
設
や
土
砂
崩
れ
の
危
険
性
の
緊
急
情

報
に
つ
い
て
、
ア
プ
リ
を
通
し
て
自
動
的
に
音
声

が
再
生
さ
れ
る
機
能
を
搭
載
し
た
。
現
在
の
放
送

手
段
は
雨
や
場
所
に
よ
っ
て
音
声
が
聞
き
取
り
に

く
い
場
面
が
あ
っ
た
が
、
利
用
者
に
瞬
時
に
情
報

を
届
け
る
。
同
様
の
シ
ス
テ
ム
は
他
県
で
導
入
実

績
は
あ
る
が
、
県
内
で
は
初
め
て
。

ア
プ
リ
で
は
、
避
難
指
示
の
発
令
や
火
災
の
発

生
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
携
帯
電
話
の
マ
ナ
ー

モ
ー
ド
の
設
定
に
関
係
な
く
、
自
動
的
に
最
大
音

量
で
音
声
が
流
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
い

つ
、
ど
こ
に
い
て
も
通
知
が
あ
る
た
め
、
町
で
現

在
使
用
し
て
い
る
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
家
の
中

の
戸
別
受
信
機
を
ア
プ
リ
で
補
完
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
無
線
と
同
じ
音
声
を
そ
の
ま
ま
配

信
し
、
テ
キ
ス
ト
の
送
信
も
可
能
。
職
員
が
撮
影

し
た
土
砂
崩
れ
や
火
災
の
写
真
を
現
地
か
ら
ア
プ

リ
に
送
信
も
で
き
る
。
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
防
災
資
機
材
の
企
画
、
運
営
な

ど
を
行
う
エ
ス
イ
ー
ア
イ
（
岐
阜
市
）
が
開
発
し
、

三
重
県
や
兵
庫
県
の
自
治
体
が
導
入
し
て
い
る
。

い
び
情
報
ナ
ビ
で
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍

謄
本
な
ど
の
電
子
申
請
も
で
き
、
今
後
申
請
で
き

る
種
類
を
増
や
し
て
い
く
。
子
育
て
や
妊
娠
・
出

産
な
ど
の
支
援
制
度
、
観
光
案
内
や
行
事
カ
レ
ン

ダ
ー
、
広
報
紙
、
町
役
場
の
電
話
番
号
な
ど
、
暮

ら
し
の
中
で
役
立
つ
情
報
も
発
信
し
て
い
る
。
岡

部
栄
一
町
長
は
「
行
政
情
報
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

�

（
岐
阜
新
聞
・
2
0
2
3
年
９
月
27
日
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ
　
「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
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坂
城
町
は
戦
国
武
将
村
上
義
清
の
地
と

し
て
有
名
で
す
が
、
最
近
の
調
査
で
福
澤

氏
は
、
こ
の
村
上
氏
か
ら
分
派
し
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
説
が
有
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

福
澤
諭
吉
の
先
祖
が
い
つ
の
時
代
に
大

分
の
中
津
に
移
っ
た
か
は
諸
説
が
あ
り
不

明
で
す
が
、
福
澤
氏
そ
の
も
の
が
村
上
氏

の
分
流
で
あ
り
、
福
澤
氏
の
故
地
が
坂
城

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

ま
ず
、
歴
史
的
経
緯
を
述
べ
る
と
、
信

濃
村
上
氏
の
祖
と
さ
れ
て
き
た「
源
盛
清
」

は
、
寛
治
８
年
（
１
０
９
４
年
）、
白
河

上
皇
呪
詛
事
件
に
よ
り
信
濃
国
村
上
郷

（
坂
城
町
）
へ
配
流
さ
れ
ま
す
。　

こ
の
盛
清
の
一
族
は
、
村
上
郷
を
本
貫

地
と
し
て
信
濃
村
上
氏
の
祖
と
な
り
、
中

世
に
は
信
濃
国
内
で
最
も
大
き
な
勢
力
を

有
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

村
上
氏
は
多
く
の
一
族
を
信
濃
国
内
に

分
派
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
15
世
紀

か
ら
16
世
紀
に
か
け
て
、
村
上
氏
の
所
領

で
あ
る
広
大
な
「
塩
田
庄
」（
上
田
市
）

を
支
配
し
た
「
福
澤
氏
」
が
い
ま
し
た
。

福
澤
氏
は
、
村
上
郷
の
福
澤
を
発
祥
と

し
、
塩
田
庄
の
代
官
と
し
て
、
そ
の
力
は

信
濃
で
も
有
数
で
し
た
。

中
世
信
濃
の
福
澤
氏
と
い
え
ば
村
上
一

族
の
福
澤
氏
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

（『
諏
訪
御
符
礼
之
古
書
』
や
『
蓮
華
定
院

文
書
』
な
ど
の
資
料
よ
り
）

こ
の
後
、
福
澤
氏
は
天
文
22
年
（
１
５

５
３
年
）
８
月
の
武
田
信
玄
の
塩
田
城
侵

攻
に
よ
り
敗
れ
、
翌
年
３
月
に
そ
の
健
在

が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
以
降
、
歴

史
上
か
ら
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

福
澤
諭
吉
は
、
自
分
の
祖
先
に
つ
い
て
、

自
ら
墓
誌
に
、「
福
澤
氏
の
先
祖
は
信
州

福
沢
の
人
な
り
」 

と
記
し
て
い
ま
す
。

そ
の
根
拠
は
、福
澤
諭
吉
の
父 

「
百
助
」 

が
纏
め
た
「
福
澤
家
系
図
」
に
拠
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
福
澤
家
系
図
で
は
、

更
に
福
澤
氏
は
「
小
笠
原
氏
」
に
仕
え
て

い
た
と
も
記
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
氏
は
、
中
世
、
信
濃
守
護
職
を

代
々
勤
め
た
名
家
で
、
武
田
信
玄
に
信
濃

を
追
わ
れ
た
後
、
徳
川
家
康
に
仕
え
た
こ

と
で
、
再
び
信
州
の
松
本
や
飯
田
に
本
拠

を
置
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
福
澤
氏
は
塩
田
城
の
敗
戦

後
、
そ
の
消
息
を
絶
つ
中
で
、
一
族
の
い

ず
れ
か
の
人
物
が
、
信
濃
国
内
で
領
主
と

な
っ
た
小
笠
原
氏
に
仕
え
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
後
、
小
笠
原
氏
が
幾
つ
か
の
転

封
を
経
て
、
豊
前
中
津
に
国
替
え
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
福
澤
氏
も
中
津
へ
移
っ

て
き
た
も
の
と
推
測
で
き
る
わ
け
で
す
。

信
州
に
は
福
澤
の
地
名
が
坂
城
町
の
村

上
地
区
を
含
め
長
野
県
内
で
11
ヶ
所
存
在

し
、
全
国
を
見
渡
せ
ば
13
県
18
ヶ
所
に
及

ん
で
い
ま
す
が
、
坂
城
町
に
は
福
沢
氏
ゆ

か
り
の
「
福
沢
川
」
や
、「
福
沢
城
跡
」

が
あ
り
、
福
沢
氏
に
関
係
の
あ
る
「
福
泉

寺
」
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
仮
説
で
は
あ
り
ま
す
が

話
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
福

澤
諭
吉
の
先
祖
は
中
世
、
村
上
郷
福
澤
に

発
祥
し
、
塩
田
庄
を
支
配
し
て
い
た
村
上

氏
一
族
の
福
沢
氏
に
求
め
る
こ
と
が
最
も

自
然
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
わ

け
で
す
。

平
成
27
年
に
坂
城
町
で
「
信
州
村
上
氏

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
そ

の
際
に
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー

の
、
西
澤
直
子
教
授
に
ご
講
演
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
信
州
と
福
澤
氏
」
で
、
そ

の
中
で
、「
福
澤
氏
の
ル
ー
ツ
に
坂
城
町

の
可
能
性
あ
り
」
と
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
先
日
（
令
和
５
年
８
月
26
日
）、

松
本
で
「
オ
ー
ル
信
州
三
田
会
」
が
開
催

さ
れ
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
、
伊
藤
公
平

慶
應
義
塾
大
学
塾
長
に
も
福
澤
氏
の
ル
ー

ツ
は
坂
城
町
の
可
能
性
あ
り
と
お
話
を
い

た
し
ま
し
た
。

伊
藤
塾
長
に
も
大
い
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
調
査
を
進
め
、「
福
澤
氏

の
ル
ー
ツ
は
坂
城
町
」
を
確
実
な
も
の
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
乞
う
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

福
澤
諭
吉
の
ル
ー
ツ
は
坂
城
町
？山や

ま

村む
ら

　
弘ひ

ろ
し

長
野
県
坂さ

か

城き

町
長
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町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

全国町村会は、町村等職員の厚生に資することを目的として、本会と生命保険会社で団体契約
を結び、「任意生命保険」、「任意医療保険」、「任意収入補償保険」を実施しております。ぜひ、
この機会にご加入をご検討ください。

生命 医療 収入補償 保険のご案内

『町村等職員だからこそ』受けられるメリットがあります
任意生命保険・任意医療保険・任意収入補償保険（共通）

　○ 団体割引による低廉な保険料
「任意生命保険」申込保険金額1,000万円当たりの負担額（例）

任意生命保険・任意医療保険 
⃝新型コロナウイルス感染症に対応  
⃝付帯サービス「N-コンシェルジュ」の魅力

任意生命保険 
⃝最低保険金額200万円から加入可能
⃝ご加入キャンペーン特典 

任意収入補償保険 
⃝ ケガや病気で働けなくなった場合の収入

を最大65歳まで長期に補償 
⃝精神障害も最長24カ月補償

保障 (補償) 内容ご案内ムービー 【各5分】 

制度内容・お申込み手続きに関するお問合せ先
0120-375-696　日本生命
0120-500-826　あいおいニッセイ同和損保

医療生命
収入補償

医療生命 収入補償

※お問合せの際には、団体名「全国町村会」をお知らせください
〈受付時間〉 月～金曜日（祝日を除く）9 ： 00 ～ 17 ： 00

次回募集は令和5年10月から開始（令和5年11月２日（木）まで）

月払掛金 実質負担金額

男性

22歳 1,200円 1,049円

30歳 1,200円 1,049円

36歳 1,430円 1,250円

41歳 1,790円 1,565円

女性

22歳 810円 708円

30歳 810円 708円

36歳 1,150円 1,005円

41歳 1,350円 1,180円
（※）月払掛金に直近３年間の平均配当還元率約12.6％を加味した概算金額です
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